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中
華
民
国
は
一
九
六

O
S
七
0
年
代
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て

い
た
中
華
文
化
復
興
運
動
の
一
環
と
し
て
、
台
湾
師
範
大
学
の

周
何
教
授
ら
が
監
修
を
行
な
い
、
『
儀
礼
』
士
昏
礼
の
復
元
を

映
画
化
し
た
。
士
昏
礼
に
つ
い
で
、
『
儀
礼
』
の
他
篇
に
つ
い

て
も
復
元
を
行
な
う
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
は
定
か
で
な
い
。

本
来
は
十
六
ミ
リ
の
映
画
で
あ
っ
た
が
、
ビ
デ
オ
に
写
し
取

ら
れ
、
以
後
、
ダ
ビ
ン
グ
を
重
ね
て
き
た
。
今
回
使
用
す
る
ビ

デ
オ
も
何
回
か
ダ
ビ
ン
グ
を
重
ね
て
き
た
た
め
、
映
像
は
よ
く

な
い
。
特
に
最
初
の
数
分
間
は
、
音
声
が
ま
っ
た
く
だ
め
で
あ

る
。
ま
た
、
最
後
も
、
本
稿
の
附
記
に
記
す
よ
う
に
、
『
儀
礼
』

士
昏
礼
の
末
尾
の
三
章
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
不
完
全

な
も
の
で
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
士
昏
礼
の
進
行
を
復
元
し

て
い
る
点
は
、
学
術
的
に
参
考
に
な
る
。
な
お
、
士
昏
礼
に
対

す
る
、
こ
の
ビ
デ
オ
が
基
づ
い
て
い
る
解
釈
に
つ
い
て
は
、
紙

は
じ
め
に
『
儀
礼
』
士
昏
礼
の
復
元

幅
の
関
係
上
、
省
略
す
る
。

以
下
の
昏
礼
次
第
は
、
ビ
デ
オ
で
放
送
し
て
い
る
説
明
に
基

づ
い
て
い
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
ほ
ぼ
そ
の
大
綱
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
『
儀
礼
』
特
有
の
分
り
に
く
い
こ
と
ば
を
や
さ

し
く
言
い
換
え
て
い
る
点
も
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
あ
る
。

な
お
、
ビ
デ
オ
の
説
明
の
詳
訳
は
大
阪
大
学
文
学
部
中
国
哲

学
研
究
室
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

士
の
「
昏
礼
」

わ
れ
る
。一

二三四五六

つ
ま
り
「
婚
礼
」
の
礼
式
は
次
の
順
に
行
な

納
采
問
名
（
ビ
デ
オ
で
は
省
略
）

醜
使
者

納
吉
（
ビ
デ
オ
で
は
省
略
）

納
徴
請
期
（
ビ
デ
オ
で
は
省
略
）

(96) 
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++ 
ニー十九八七

納
采

予
陳
餌

親
迎
婦
至
成
礼

婦
見
舅
姑

賛
醜
婦

婦
餓
舅
姑

（
以
下
の
三
章
は
録
画
さ
れ
て
い
な
い
）

男
（
新
郎
）
側
か
ら
女
（
新
婦
）
の
家
へ
使
者
（
媒
介
人
）

を
送
り
、
「
采
」
（
採
択
）
の
意
味
を
表
わ
す
た
め
の
礼
物
を

納
め
る
。
新
郎
側
の
結
婚
申
し
込
み
と
新
婦
側
の
承
諾
の
返
答

は
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
礼
物
は
生
き
た
雁
（
鵞
鳥
）
で
あ

る
。
雁
は
陰
陽
に
順
っ
て
往
来
す
る
故
（
鄭
玄
の
注
）
で
あ
る
。

納
采
の
次
第
は
、
新
婦
の
家
に
到
着
し
た
使
者
が
、
出
迎
え

ゅ
う

を
う
け
て
、
大
門
か
ら
廟
門
に
至
る
。
こ
の
間
揖
の
礼
が
か
わ

さ
れ
る
。
そ
し
て
譲
の
礼
を
か
わ
し
た
あ
と
、
主
人
（
新
婦
の

父
）
が
先
に
東
の
階
段
か
ら
、
使
者
は
後
に
主
人
か
ら
一
段
遅

れ
て
西
の
階
段
か
ら
堂
に
上
が
る
。

醜
使
者

問
名
（
ビ
デ
オ
で
は
省
略
）

堂
の
棟
の
も
と
で
使
者
は
東
面
し
て
「
納
采
の
礼
を
執
り
行

な
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
告
げ
、
東
に
い
る
主
人
は
、
「
娘

は
よ
き
教
え
な
ぞ
受
け
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
さ
ま
の

御
主
人
か
ら
婚
約
す
る
よ
う
お
お
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
、

あ
え
て
御
辞
退
は
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
。

使
者
は
雁
を
主
人
に
渡
し
、
主
人
は
受
け
取
っ
た
あ
と
東
の

階
段
を
下
り
、
自
分
の
家
の
執
事
役
の
老
人
に
雁
を
渡
す
。

、̀‘、

「
納
采
」
が
終
っ
た
あ
と
、
新
郎
側
の
使
者
が
新
婦
の
名
を

0

問
う
「
問
名
」
の
礼
が
行
な
わ
れ
る
。
名
を
卜
っ
て
吉
凶
を
知

る
た
め
で
あ
る
。

「
問
名
」
の
次
第
は
「
納
采
」
と
同
じ
。

「
問
名
」
の
あ
と
、
主
人
（
新
婦
の
父
）
が
堂
の
上
で
宴
を

開
き
、
醜
（
甘
い
酒
）
で
使
者
を
も
て
な
す
「
醜
使
者
」
の
儀

が
行
な
わ
れ
る
。
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四
新
婦
の
家
の
案
内
役
が
使
者
に
、
お
も
て
な
し
い
た
し
た
く
、

と
告
げ
、
使
者
が
感
謝
す
る
と
、
主
人
が
使
者
を
招
き
入
れ
、

揖
や
譲
の
礼
を
か
わ
し
た
あ
と
、
堂
に
上
る
。
使
者
の
席
や
几

が
設
け
ら
れ
る
。
賛
（
主
人
の
補
佐
役
）
が
醜
を
輝
（
大
形
の

盃
）
に
酌
み
、
栖
（
角
製
の
さ
じ
）
を
添
え
て
主
人
に
渡
し
、

主
人
は
進
み
出
て
、
使
者
に
輝
を
渡
す
。
賛
が
さ
ら
に
乾
肉
や

塩
辛
を
す
す
め
る
。

使
者
は
北
向
き
に
祭
（
酒
な
ど
を
神
に
さ
さ
げ
る
礼
）
し
た

あ
と
、
醜
を
味
わ
う
。
そ
の
あ
と
、
乾
肉
を
取
り
、
持
っ
て
、

西
の
階
段
を
下
り
、
乾
肉
を
自
分
の
従
者
に
渡
す
。

そ
の
あ
と
使
者
は
主
人
に
見
送
ら
れ
、
廟
門
を
出
、
大
門
を

出
る
。

納
吉
（
ビ
デ
オ
で
は
省
略
）

「
納
吉
」
は
、
新
郎
の
家
が
結
婚
の
吉
凶
を
卜
い
、
「
吉
」

の
占
で
あ
っ
た
と
、
使
者
を
新
婦
の
家
へ
送
っ
て
、
報
告
す
る

礼
で
あ
る
。

次
第
は
「
納
采
」
と
同
じ
。

現
在
の
婚
約
の
礼
に
当
た
る
。

式）
新
郎
側
か
ら
使
者
を
新
婦
の
家
へ
さ
し
む
け
、
幣
II
束
吊
(
+

れ
い

端
の
絹
織
物
）
と
偏
皮
（
二
枚
の
鹿
の
皮
）
を
納
め
、
婚
約
が

と
と
の
い
成
っ
た
こ
と
を
示
す
。
「
徴
」
は
成
の
意
。

次
第
は
、
新
婦
の
家
の
大
門
に
到
着
し
た
使
者
を
ま
ず
新
婦

の
家
の
賛
が
出
迎
え
、
次
に
主
人
（
新
婦
の
父
）
が
出
迎
え
て
、

使
者
を
案
内
し
て
、
大
門
か
ら
廟
門
へ
、
そ
し
て
堂
へ
上
る
。

こ
の
間
、
揖
や
譲
の
礼
が
か
わ
さ
れ
る
。

使
者
は
堂
の
棟
の
も
と
で
、
東
向
き
に
、
「
納
徴
の
礼
を
行

な
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
主
人
に
告
げ
、
主
人
は
「
お
宅

さ
ま
の
御
主
人
か
ら
こ
の
よ
う
な
鄭
重
な
礼
法
を
賜
わ
り
、
も

と
よ
り
私
は
お
言
い
つ
け
に
従
い
ま
す
」
と
答
え
る
。
そ
の
あ

と
使
者
は
主
人
に
束
吊
を
渡
す
。
こ
の
お
り
堂
の
下
の
庭
で
は

使
者
の
供
の
者
が
偏
皮
を
広
げ
示
す
と
、
主
人
の
家
の
従
者
が

そ
れ
を
受
け
取
る
。

そ
の
あ
と
、
主
人
は
束
吊
を
持
っ
て
東
の
階
段
か
ら
下
り
、

執
事
役
の
老
人
に
束
吊
を
渡
す
。

五

納

徴

（
日
本
の
結
納
を
納
め
る
儀

(98) 
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七

予

陳

餓

新
郎
側
か
ら
新
婦
の
家
へ
使
者
を
さ
し
む
け
、
結
婚
の
日
を

相
談
し
て
定
め
る
儀
式
。

次
第
は
「
納
采
」
と
同
じ
。

次
の
「
親
迎
」

な
ら

を
陳
べ
る
儀
式
。

新
郎
の
家
の
寝
門
（
寝
は
新
郎
の
居
室
）
の
外
の
東
方
に
三

つ
の
鼎
を
並
べ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
豚
・
魚
・
兎
の
乾
肉
を
盛
る
。

け

い

べ

き

鼎
に
は
扁
（
か
つ
ぐ
た
め
の
横
木
）
と
器
（
覆
い
布
）
が
別
に

用
意
さ
れ
る
。

手
洗
い
の
水
容
れ
と
す
す
ぎ
水
受
け
の
器
を
東
の
階
段
の
下

に
置
く
。

房
の
中
に
は
、
祭
物
を
並
べ
る
。
豆
（
た
か
つ
き
）
が
六
つ

と
ん

（
酢
と
味
噌
が
二
、
漬
け
物
と
塩
辛
が
四
）
、
敦
（
球
形
の
祭

器
）
が
四
つ
（
も
ち
き
び
が
二
、
う
る
ち
き
び
が
二
）
。
豆
は

六

あ
ら
か
じ
せ
ん

の
前
に
、
新
郎
の
家
で
、
予
め
餌
（
飲
食
物
）

請
期
（
ビ
デ
オ
で
は
省
略
）

新
郎
が
み
ず
か
ら
新
婦
を
迎
え
に
行
く
礼
で
あ
る
。

す
ず
め

新
郎
は
爵
弁
（
色
が
爵
の
頭
の
色
に
似
た
冠
）
を
つ
け
、
鍾

裳
（
う
す
い
赤
色
の
裳
）
を
は
く
。
礼
物
に
一
羽
の
生
き
た
雁

を
持
っ
て
行
く
。

新
郎
は
六
台
の
馬
車
を
指
揮
す
る
。
新
郎
は
墨
車
（
大
夫
用

の
黒
漆
塗
り
の
車
）
に
乗
り
、
従
者
は
二
台
の
馬
車
に
乗
り
、

後
に
従
う
。
す
べ
て
の
馬
車
の
前
を
松
明
を
も
っ
た
者
が
道
を

照
ら
し
な
が
ら
先
行
す
る
。

ほ
か
に
垂
れ
布
を
た
ら
し
た
三
台
の
馬
車
が
従
う
。
新
婦
と

そ
の
付
き
添
い
を
乗
せ
る
た
め
の
馬
車
で
あ
る
。

八

親

迎

す
べ
て
布
で
覆
う
。

室
の
北
壁
の
下
に
二
つ
の
尊
（
壺
）
を
置
く
（
酒
一
、
玄
酒

11
水
が
一
。
新
郎
・
新
婦
に
酌
む
）
。
覆
い
布
を
か
け
、
そ
の

上
に
勺
（
ひ
し
ゃ
く
）
を
の
せ
、
柄
は
南
に
向
け
る
。

戸
の
東
に
―
つ
の
尊
を
置
く
（
酒
。
新
郎
・
新
婦
以
外
に
酌

＂ 

む
）
。
尊
の
南
に
箇
（
竹
製
の
か
ご
）
を
置
く
。
中
に
は
四
つ
の

し

や

く

き

ん

ひ

さ

ご

爵
（
祭
礼
用
の
盃
）
と
二
つ
の
箆
（
鞄
を
割
っ
た
杯
）
を
そ
な
え
る
。

(99) 
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新
婦
の
家
に
到
着
す
る
と
、
主
人
（
新
婦
の
父
）
が
新
郎
を
出

迎
え
、
大
門
を
は
い
り
、
廟
門
を
は
い
り
、
主
人
が
先
に
東
の

階
段
か
ら
堂
に
上
り
、
新
郎
は
後
に
西
の
階
段
か
ら
堂
に
上
る
。

新
郎
は
堂
の
上
で
北
向
き
に
膝
つ
き
、
雁
を
供
え
祭
り
、
再

拝
・
稽
首
（
座
っ
て
頭
を
床
に
つ
け
る
礼
）
を
す
る
。
主
人
は

西
向
き
に
立
つ
。

こ
の
お
り
、
新
婦
の
母
と
庶
母
（
新
婦
の
父
の
側
室
）
は
房

の
戸
の
外
で
南
向
き
に
立
つ
。
房
で
は
、
新
婦
が
髪
飾
り
を
つ

け
、
黒
い
絹
の
衣
と
裳
を
着
、
う
す
赤
色
の
膝
か
け
を
ま
と
い
、

南
向
き
に
立
つ
。
郷
（
新
婦
の
乳
母
・
教
育
係
）
は
新
婦
の
右

よ
う

に
立
つ
。
新
婦
の
勝
（
付
き
添
い
の
女
性
）
な
ど
の
従
者
四
人

は
新
婦
の
後
に
立
つ
。

新
婦
と
そ
の
従
者
た
ち
は
房
か
ら
出
る
と
、
母
や
庶
母
の
側

を
通
り
、
東
の
階
段
の
上
の
父
の
前
へ
進
む
と
、
父
は
新
婦
を

教
え
諭
す
、
「
注
意
深
く
あ
れ
。
慎
み
深
く
あ
れ
。
舅
さ
ま
・

姑
さ
ま
の
お
考
え
に
そ
む
い
て
は
な
ら
ぬ
」
。
そ
の
あ
と
、
新

婦
と
従
者
た
ち
は
母
と
庶
母
の
後
に
従
い
、
西
の
階
段
へ
進
む
。

母
は
新
婦
の
腰
に
ス
カ
ー
フ
を
結
ん
で
や
っ
た
後
、
新
婦
を
教

え
励
ま
す
。
「
努
め
な
さ
い
。
つ
つ
ま
し
く
あ
り
な
さ
い
。
嫁

入
り
先
の
御
家
風
に
そ
む
い
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」
。

そ
れ
か
ら
、
新
郎
は
新
婦
と
そ
の
従
者
た
ち
を
引
き
つ
れ
て
、

西
の
階
段
か
ら
堂
を
下
り
る
。
新
婦
の
父
と
母
と
は
堂
を
下
り

て
の
見
送
り
は
し
な
い
。
庶
母
は
新
郎
・
新
婦
た
ち
の
後
か
ら

廟
門
ま
で
つ
い
て
出
、
新
婦
に
小
さ
な
皮
袋
を
腰
に
飾
り
つ
け

て
や
り
、
も
う
一
度
新
婦
の
父
と
母
の
教
え
の
言
葉
を
く
り
返

す
。
そ
の
あ
と
、
新
婦
た
ち
は
新
郎
の
後
に
つ
い
て
廟
門
を
出
、

大
門
を
出
る
。

新
郎
は
、
新
婦
が
車
に
あ
が
り
や
す
い
よ
う
に
、
つ
か
ま
る

紐
を
新
婦
に
手
渡
そ
う
と
し
、
栂
が
新
婦
に
代
っ
て
一
度
辞
退

＇̀‘、

。

す
る
。
新
郎
は
先
に
車
に
乗
り
、
栂
が
紐
を
受
け
取
り
、
新
婦

。

は
紐
に
す
が
っ
て
車
に
上
る
。
そ
の
後
、
栂
も
同
じ
車
に
上
り
、

0

新
婦
に
コ
ー
ト
を
か
け
る
。

新
郎
は
新
婦
の
た
め
に
み
ず
か
ら
馬
を
取
し
て
馬
車
を
す
こ

し
進
め
る
。
車
輪
が
三
回
ま
わ
っ
た
あ
と
、
馬
車
を
停
止
さ
せ
、

新
郎
は
新
婦
の
馬
車
か
ら
下
り
、
御
者
が
新
婦
の
馬
車
に
乗
り
、

馬
を
取
す
。
新
郎
は
自
分
の
馬
車
に
乗
り
か
え
、
先
頭
に
た
っ

て
進
む
。
新
婦
の
馬
車
も
後
に
続
き
、
か
く
し
て
新
婦
は
そ
の

実
家
を
離
れ
、
新
郎
の
家
へ
と
お
も
む
く
。

先
に
自
分
の
家
に
着
い
た
新
郎
は
、
大
門
の
外
で
新
婦
を
待

つ。
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新
婦
が
新
郎
の
家
に
到
着
し
、
婚
礼
の
儀
が
終
了
す
る
ま
で
。

新
婦
や
従
者
の
馬
車
が
新
郎
の
家
の
大
門
へ
到
着
す
る
と
、

ま
ず
栂
が
下
り
、
そ
の
あ
と
新
婦
が
下
り
、
新
郎
は
大
門
の
外

で
一
度
揖
の
礼
を
し
た
あ
と
、
新
婦
や
そ
の
従
者
を
つ
れ
て
、

大
門
を
入
り
、
寝
門
を
入
り
、
西
の
階
段
を
、
新
郎
が
先
に
、

新
婦
と
栂
が
後
に
、
堂
に
上
る
。

新
郎
は
そ
の
ま
ま
室
に
入
る
。
そ
の
席
に
つ
く
。
新
婦
と
栂

は
入
口
の
前
に
膝
つ
き
‘
靴
を
脱
い
だ
後
、
室
に
入
る
。
新
郎
は

靴
を
脱
ぎ
、
席
の
上
に
立
ち
、
新
婦
と
拇
は
尊
（
壺
）
の
横
に
立
つ
。

従
者
が
す
す
ぎ
の
水
を
運
び
、
新
郎
と
新
婦
が
手
を
す
す
い

だ
あ
と
、
室
で
は
尊
の
覆
い
が
は
ず
さ
れ
、
庭
で
は
手
を
す
す

い
だ
従
者
た
ち
に
よ
っ
て
覆
い
を
は
ず
さ
れ
た
鼎
が
東
の
階
段

の
下
に
並
べ
ら
れ
る
。

そ
の
あ
と
、
鼎
や
豆
や
敦
や
尊
の
も
ろ
も
ろ
の
館
が
新
郎
の

前
に
並
べ
ら
れ
る
。
並
べ
終
わ
る
と
、
餌
を
は
さ
ん
で
新
郎
の

席
の
向
か
い
側
に
新
婦
の
席
を
設
け
る
。
そ
し
て
、
「
す
べ
て

と
と
の
い
ま
し
た
」
と
報
告
が
あ
る
と
、
新
郎
は
新
婦
に
一
度

九

婦

至

成

礼

十

揖
の
礼
を
し
、
新
郎
と
新
婦
は
席
に
す
わ
る
。

そ
れ
か
ら
新
郎
と
新
婦
は
祭
の
礼
を
行
な
い
、
そ
れ
ら
を
食

べ
る
。
食
事
の
礼
が
終
っ
た
あ
と
、
尊
の
酒
が
爵
と
登
に
酌
ま

れ
、
新
郎
と
新
婦
は
拝
礼
し
て
か
ら
三
度
酒
を
飲
む
。
二
度
は

爵
、
最
後
は
登
。
肝
も
す
す
め
ら
れ
る
。

次
に
賛
が
自
分
で
酒
を
祭
り
、
飲
み
終
わ
る
と
、
室
を
出
る
。

新
婦
は
室
を
出
ず
、
尊
の
横
に
戻
る
。
新
郎
は
室
を
出
て
房
に

入
り
、
礼
服
を
脱
ぐ
。
新
婦
は
室
の
中
で
礼
服
を
脱
ぐ
。
栂
は

新
婦
に
巾
（
手
ぬ
ぐ
い
）
を
授
け
る
。

室
の
奥
に
新
郎
と
新
婦
の
柾
が
し
か
れ
る
。
枕
が
そ
え
ら
れ

る。

え
い

新
郎
は
房
か
ら
室
に
戻
り
、
新
婦
の
櫻
（
飾
り
紐
）
を
ほ
ど

く
。
か
く
て
昏
礼
の
儀
は
終
わ
る
。
栂
は
室
を
出
、
灯
火
も
室

ゃ

か
ら
出
さ
れ
る
。
こ
の
あ
と
臥
し
息
む
。

室
の
餌
は
房
に
移
さ
れ
、
室
に
お
け
る
と
同
様
に
並
べ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
飲
食
物
は
、
賛
や
従
者
た
ち
が
祭
り
、

飲
食
す
る
。

急
用
に
そ
な
え
て
、
勝
は
室
の
戸
の
外
に
控
え
る
。

婦
見
舅
姑

(101) 
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新
婦
の
舅
と
姑
へ
の
拝
謁
の
返
礼
と
し
て
、
舅
と
姑
が
、
賛

に
命
じ
、
醒
で
新
婦
を
も
て
な
す
儀
式
。

室
の
北
に
新
婦
の
席
を
設
け
る
。
新
婦
は
席
の
西
に
立
つ
。

賛
は
房
で
醜
を
輝
に
酌
み
、
新
婦
の
席
の
前
に
進
む
。
新
婦

は
拝
し
て
醜
を
受
け
取
る
。
賛
は
房
か
ら
乾
肉
・
塩
辛
の
豆
を

十
一
賛
醸
婦

婚
儀
の
翌
日
、
新
婦
が
新
郎
の
父
・
母
に
見
え
る
儀
式
。

新
婦
は
、
夜
明
け
に
賛
に
つ
れ
ら
れ
て
、
舅
・
姑
の
寝
門
を

入
る
。
勝
が
二
人
従
い
、
棗
と
栗
を
盛
っ
た
答
（
竹
か
ご
）
と

乾
肉
を
盛
っ
た
答
を
持
つ
。

新
婦
は
ま
ず
棗
と
栗
の
答
を
持
っ
て
、
西
の
階
段
を
上
り
、
東

の
階
段
の
上
の
舅
の
席
の
前
に
膝
つ
き
置
く
。
舅
が
受
け
取
る

合
図
と
し
て
膝
つ
き
答
を
な
で
る
。
執
事
が
答
を
受
け
取
り
、

下
げ
る
。
新
婦
は
西
の
階
段
を
下
り
、
階
段
の
下
の
勝
か
ら
乾

肉
の
答
を
受
け
取
り
、
ま
た
西
の
階
段
を
上
り
、
房
の
戸
の
前

の
姑
の
席
の
前
に
膝
つ
き
答
を
置
く
。
姑
は
答
を
受
け
取
り
、

答
を
執
事
に
渡
す
。
新
婦
は
階
段
を
下
り
る
。

持
っ
て
き
て
、
新
婦
に
す
す
め
る
。
新
婦
は
席
に
座
り
、
乾
肉
・

塩
辛
を
祭
り
、
さ
ら
に
醜
を
祭
り
、
席
を
下
り
、
東
向
き
に
座

っ
て
、
醜
を
味
わ
う
。
そ
の
あ
と
新
婦
が
拝
礼
し
、
賛
が
答
拝

す
る
。
そ
れ
か
ら
新
婦
は
席
に
戻
り
、
輝
を
置
く
。
つ
い
で
席

を
下
り
、
膝
つ
い
て
乾
肉
を
手
に
取
り
、
立
ち
、
西
の
階
段
を

下
り
て
、
寝
門
を
出
、
乾
肉
を
勝
に
渡
す
。
乾
肉
は
新
婦
の
実

家
に
持
ち
帰
り
、
父
や
母
に
見
せ
る
。

婦
餓
舅
姑

‘,'‘ 2
 。

醜
の
も
て
な
し
を
受
け
た
あ
と
、
新
婦
が
舅
と
姑
に
酒
食
を
（

餓
り
も
て
な
す
儀
礼
。

室
の
奥
の
席
に
、
舅
と
姑
が
並
ん
で
座
る
。
席
の
前
に
豚
肉

等
の
食
物
が
並
べ
ら
れ
る
。

新
婦
は
手
を
洗
っ
た
あ
と
、
舅
・
姑
の
席
の
前
に
進
み
、
舅
・

姑
が
食
物
を
祭
り
、
食
べ
る
の
を
助
け
る
。
そ
の
あ
と
爵
に
酒

を
酌
み
、
舅
•
姑
に
す
す
め
る
。
舅
・
姑
が
酒
を
祭
り
、
酒
を

飲
み
ほ
す
と
、
新
婦
は
先
に
舅
か
ら
爵
を
受
け
取
り
、
室
を
出

て
、
箇
（
竹
か
ご
）
の
中
に
爵
を
置
き
、
つ
づ
い
て
姑
の
爵
を

受
け
取
る
。

十
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「
士
昏
礼
」
で
は
、
「
婦
餓
舅
姑
」
の
下
に
、
「
舅
姑
饗
婦
」
、

附
記

「
舅
饗
送
者
」
、
「
舅
姑
没
、
三
月
廟
見
」
の
三
章
が
あ
る
が
、

ビ
デ
オ
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。

(I 03) 


